
平成１３年度試験研究成果

区分 指導 題名 粗飼料の硝酸態窒素簡易測定法

（要約）小型反射式光度計（商品名：RQフレックス）によって硝酸態窒素の簡易定量分析が可能である。
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１．背景とねらい

県内の畜産農家では多頭化が進んでいるが、飼料畑の面積は必ずしも増加していない。その結果糞尿が過

剰に施用される例が増えてきている。それによって、硝酸態窒素濃度が高い飼料作物も増える傾向にある。

平成１１年度中に全普及ｾﾝﾀｰに配置された小型反射式光度計で簡易に測定が可能となれば、地域でのより迅

速な対応が可能となる。

２．技術の内容

（１）小型反射式光度計による測定方法の検討を行った結果、液体クロマトグラフ法との相関係数が０．９７

以上と高い相関を示し利用可能と考えられた。（表１，表２、図１）

（２）分析手順

①乾燥（粉砕）試料1.0gに純水100ｍｌを加え、１時間振とう後、ろ紙NO５Aでろ過する。

②ろ液を試料として小型反射式光度計を用い測定する。（硝酸イオン測定用試験紙5-225mgを使用）

← →

①ｻﾝﾌﾟﾙ秤量 ②ｻﾝﾌﾟﾙを入れる。 ③純水を加える。 ④振とう ⑤ろ過

１ｇ １００ １時間ã

⑥機器を硝酸イオン測定設定準備 ⑦ ろ液に硝酸イオン測定用 ⑧試験紙を取り出し軽く振って

試験紙を浸す。１～２秒 余分な水分を除く。

⑨反応時間（６０秒）終了後測定。

（３）通常の粉砕機や振とう器の利用が困難な場合には、粉砕機を簡易粉砕機（コーヒーミル等）で、振とう機

を料理用ミキサーで代用しても分析可能である。 （表３）

※簡易粉砕機利用の場合は、切断長を2mm以下とする。

※ミキサーによる攪拌時間は、１分間程度とし希釈水はミキサーの容量に合わせる。

サンプル重は、希釈倍率が１００倍となる量とする。

３．普及上の留意事項

５．当該事項に係る試験研究課題

（２６３）「粗飼料の硝酸態窒素簡易測定法の確立」 （Ｈ１２～１３、県単）
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７．試験成績の概要（具体的なデ－タ）

表１ 液体クロマトグラフ法と２分析法の相関 n＝61 １２年分析

回帰係数 標準誤差 回帰定数 相関係数

小型反射式光度計 1.0582 0.0297 0.00578 0.9775 ＊＊

２波長UV法 1.1211 0.0368 -0.03642 0.9695 ＊＊

※ ＊＊：0.1％水準で有意

表２ 液体クロマトグラフ法と２分析法の相関 n＝９６ １３年分析

回帰係数 標準誤差 回帰定数 相関係数

小型反射式光度計 0.955 0.015 0.00879 0.987 ＊＊

２波長UV法 0.933 0.019 0.00013 0.981 ＊＊

※ ＊＊：0.１％水準で有意

表３ 粉砕方法並びに振とう方法の比較 （ 液体クロマトグラフ法との相関係数 ）

サンプルの形態 抽出方法 ｎ 相関係数

粉砕 1mmメッシュ 振とう １時間 ９６ 0.987 0.１％水準で有意

切断 1cm程度 振とう １時間 ４０ 0.939 0.１％水準で有意

簡易粉砕 2mmメッシュ 振とう １時間 ４０ 0.924 0.１％水準で有意

市販ミキサー １分 ４０ 0.960 0.１％水準で有意

図１ 硝酸態窒素分析方法の比較 （１３年分析 n＝９６ ）

小型反射式光度計に表示される数値は、硝酸イオン濃度であるので硝酸態窒素に変換する必要がある。

計算

硝酸態窒素濃度（％）＝測定値（ ）×希釈水量（ ）× ０．２２６（硝酸イオン→硝酸態窒素）ppm ã
÷1,000,000（μg→g）÷ｻﾝﾌﾟﾙ重(g）×１００（％）

４．技術の適応地帯 県下全域
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